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欧州原子核研究機構(CERN)の高エネルギー加速器混合粒子場(CHARM)において、銅ターゲットに 24 GeV/c

陽子ビームを照射し中性子を発生させた。この中性子に対し、ターゲット直上に設置した様々な厚さの鋼鉄

およびコンクリート遮蔽体透過後のスペクトルを、ボナー球スペクトロメータ(BSS)を用いて測定した。 
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1. 緒言 大型加速器施設の遮蔽設計では、生成される 2 次粒子、特に透過力の強い中性子を十分に減衰させ

ることが重要である。一方で、過大な遮蔽は建設コスト増大に直結する。これまでに高エネルギー中性子の

遮蔽透過に係る実験データが得られているが、様々な厚みに対して中性子スペクトルの全容を得ている実験

データはほとんどない。本研究では、CERN/CHARM 施設において、BSS を用いて、コンクリートと鋼鉄の

遮蔽透過後の中性子スペクトルを、熱～高エネルギーの全領域に対して測定した。 

2. 実験 中性子は、CERN-PS からの 24 GeV/c 陽子ビームと 50 cm 厚の銅ターゲットによって生成した。タ

ーゲット直上方向の大理石 10 cm 及び鉄 40 cm によって構成される天井を透過した中性子を用いて、実験を

行った。BSS をターゲットから 720 cm の位置に設置した。減速材無、ポリエチレン減速材、銅または鉛を組

み合わせた減速材の条件で、中心部の球形 3He 比例計数管（CENTRONIC、SP9、0.2 atm）の計数を取得した。

BSS の下方向、ターゲットとの間に、遮蔽無、コンク

リート 40、80、120、160、200 cm 厚、及び鋼鉄 20、40、

60、80 cm 厚の 10 種類の遮蔽体を置いた。 

3. 結果 アンフォールディングは、MAXED コードを

用いた。初期推定スペクトルは、各遮蔽条件に対して

PHITS コードを用いて計算した。図に測定した中性子

スペクトルの例を示す。ほとんどの場合でよい収束条

件でアンフォールディングが可能であったが、遮蔽無

の条件のみは、χ2などの制約条件を緩める必要があっ

た。当日、詳細について議論する。 
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図 コンクリート 160 cm の遮蔽に対する結果 
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